法学基礎演習Ⅱレジュメと課題

法学基礎演習Ⅱ(北村)：　ガイダンス
1. 科目履修上の注意
(1) 単位取得の条件
1 出席：出席は最低限の前提（特別の事情を除いて、３回を超える欠席で不合格とする。）。遅刻２回で１回欠席とみなす。（２０分以上の遅刻は欠席とする）課題当番の無断欠席は欠席２回とみなす。）
2 課題達成：授業中に与えられる、報告（プレゼンテーション）、実習、などの課題を完遂する。事情で欠席をした場合には、上記ウェッブページを参照して、課題がある場合には必ず次回の授業で提出・報告をすること。
3 授業貢献：意見提出、他者の意見の批判、コメントなど、演習での議論に積極的に参加する。
4 演習の最後に試験を実施する（平常点・課題点７０パーセント＋試験３０パーセント）
(2) 教科書
1 『法と言語―法言語学へのいざない』（橋本・堀田編著、くろしお出版、２０１２年）

2 及びレジュメとウェッブ上での連絡・課題
欠席した学生は必ずウェッブで次回の課題を確認して自分で解答して持参すること。

(1) http://www.eatalotus.jp/takanorikitamura/
(3) イントロダクション

1 自己紹介
2 ゼミ長１、副ゼミ長１
法学基礎演習Ⅱ　レジュメと課題集
2 課題１（教科書第一章）
(1) 法律の世界で使われる次のような言葉や文の意味を簡潔に説明せよ（わからない時は常識を使って想像してください。）
1 自由刑
2 悪意

3 「覚せい剤をみだりに所持する」

4 法定果実

5 未必の故意

6 合理的な疑い

(2) 次の法律用語のひらがなを漢字に直しなさい(複数の漢字の正しい可能性がある場合には両方)。

1 けいばい

2 いごん

3 かりょう

4 こうりゅう

5 こうそじじつ

6 はんこうのよくあつ

(3) 次の法律用語の漢字をひらがなに直しなさい。

1 居所

2 入会権

3 宥恕

(ヒント)　公有水面埋立法　第三十四条　左ニ掲クル場合ニ於テハ埋立ノ免許ハ其ノ効力ヲ失フ但シ都道府県知事ハ宥恕スヘキ事由アリト認ムルトキハ効力ヲ失ヒタル日ヨリ起算シ三月内ニ限リ其ノ効力ヲ復活セシムルコトヲ得此ノ場合ニ於テハ埋立ノ免許ハ始ヨリ其ノ効力ヲ失ハサリシモノト看做ス
3 課題２
(1) 課題１について、教科書第１章を読んで、正しい回答を赤ペンで書き入れなさい。

4 課題３（教科書２０頁「課題」）

2． (ヒント)　民法２２，２３条を参考にしなさい。
（住所） 第二十二条 　各人の生活の本拠をその者の住所とする。 

（居所） 第二十三条 　住所が知れない場合には、居所を住所とみなす。 

２ 　日本に住所を有しない者は、その者が日本人又は外国人のいずれであるかを問わず、日本における居所をその者の住所とみなす。ただし、準拠法を定める法律に従いその者の住所地法によるべき場合は、この限りでない。 

２．(ヒント)　刑法３７条を参考にしなさい。分類について回答しなくてよい。
第三十七条　(緊急避難)自己又は他人の生命、身体、自由又は財産に対する現在の危難を避けるため、やむを得ずにした行為は、これによって生じた害が避けようとした害の程度を超えなかった場合に限り、罰しない。ただし、その程度を超えた行為は、情状により、その刑を減軽し、又は免除することができる。

１．「未必の故意」について法律用語辞典などで調べ、自分の言葉で違いを説明しなさい。

２．起訴状（資料１）から法律用語の特色を、日常用語と比較して、違いについて最低３つ挙げなさい。
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３、以下の判決文の冒頭部分について、日常語と比較してその特徴を３点挙げなさい。



課題４（教科書２１頁、学習室①）
(1) 「１．言葉の形式」の用語（名詞、助詞、名詞句、動詞句、文、動詞、助動詞）を使って、「虎が鯉を食った、と山田が言った。」という文の形式を､ここでの説明を参考にして、説明しなさい。（つまり、この文がどのような形式(構造)になっているか、　文法的に説明するということ）

(2) 「２．言葉の意味：字義どおりの意味と比喩的な意味」を読んで、「言内の意味」と「言外の意味」（推意＝文脈的意味）が異なる文章を一つ考えなさい。
(3) 「３．ことばの機能」を読んで、ヤコブソンの６つの機能について、ここにあげられていない例を、それぞれ一つずつ挙げなさい。

(4) 「４．レジスター」を読んで、３つの側面について、ここにあげられているものと違う具体例をそれぞれ１つずつ挙げなさい。（①専門語や業界語の例、②媒体により違う言葉の例、③話者の姿勢により言葉が異なる例）
5 課題５（教科書第３章）

＊本文中「コーパス(分析)」というのは、自然の会話を録音・録画して文法的に分類したコンピュータで検索可能になっている大量のデータのこと､また、それを使った研究のこと。

(1) ３７－４８ページを読んで、以下の問いに答えなさい。

1 「取調官のレジスター」とはどのような意味か、自分の言葉で簡潔に述べなさい。

2 ベントリーの自白調書が彼の供述を正確に書き取っておらず取調官が書き直しているということがどのようにして証明されたと書いてあるか。自分の言葉で簡潔に述べなさい。

3 ４０頁２．２を読んで、「語彙密度」が「節あたりの異なり語数」と説明されているが、これはどのような意味か説明しなさい。
4 文法的複雑性の例として、”make a statement”が挙げられているが、これを文法的に「単純」にすれば、どのようになるか、英語で書きなさい。（make a statementの意味が分からない場合には、辞書で調べてから考えなさい。）

5 「２．３反復」を読んで、４１頁最後の英語を日本語にしてみなさい。これが不自然な表現であると本文で説明されているが、自然な表現としてはたとえばどのようになるか、日本語で書いてみなさい。

6 課題６

(1) ４２－４８ページを読んで、以下の問いに答えなさい。

1 ４３頁のB２の発言「その子に対して・・・・」で、一般人のレジスターであるとするとどんなふうに言うか、想像して書いてみなさい。

2 ４６頁上のB６の発言「それに腹を・・・」で、一般人のレジスターであるとするとどんなふうに言うか､想像して書いてみなさい。

3 同様に、４７ページのB１４の発言は、どのようになるか書いてみなさい。

4 ４９頁の復習問題（１）（２）について回答しなさい。（発展問題は解答しなくてよい）

○さいたま地方裁判所判決文


主 文　　被告人Ａを禁錮１年６月に，被告人Ｂを禁錮１年に処する。被告人両名に対し，この裁判確定の日から３年間，それぞれその刑の執行を猶予する。


理 由


（罪となるべき事実）


被告人Ａは，ふじみ野市教育委員会体育課長として，同教育委員会が所管する社会体育施設の維持管理及び補修に関する事務等を掌理するとともに，その事務を処理するため所属職員を指揮監督する業務に従事していたもの，被告人Ｂは，同課管理係長として，上記事務等を処理するとともに，その事務を処理するため所属職員を指揮監督する業務に従事していたものであるが，同教育委員会が所管する社会体育施設である埼玉県ふじみ野市のふじみ野市大井プールには，流水プール，児童プール，スライダープール，幼児プール及び競泳プールが設置されているところ，プール施設は，その性質上，施設の不備が遊泳者らの死傷事故につながる危険性を有するものであるから，ふじみ野市大井プールの維持管理及び補修に関する業務を責任者として分担していた被告人両名は，一般の遊泳者らの利用に供するに当たり，上記危険を回避するため，ふじみ野市大井プールの維持管理及び補修に関する基本法令及び基本文書を精読するなどして理解し，ふじみ野市大井プールの施設の構造や危険箇所，状態等を把握した上，必要な補修をするなどしてふじみ野市大井プールの施設の安全を管理すべき立場にあったところ，ふじみ野市大井プールに設置された流水プールの構造は，起流ポンプの動力により，同プールの水が，側壁に設けられた３か所のだ円形吸水口から吸水管を通してそれぞれ毎分約１０立方メートルの割合で起流装置内に取り入れられるなどして，流水プール内に流水を生じさせる仕組みとなっていたことから，上記各吸水口が，それぞれ遊泳者らの身体の吸引を防止するためのステンレス製防護柵（以


下，「防護柵」という。）２枚で覆われており，防護柵が脱落した場合には，吸水口が露出して遊泳者らの身体が吸水管内に吸い込まれ，人の死傷の結果を生じるおそれがあったのであるから，・・・・
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